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幼稚園新任教諭の植物知識に関する調査
How much knowledge about plants do the teachers have?
− Studying by questionnaire about the teachers of kindergarten. −
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　　  SD、右は 47 種に対する割合（％）と SD．
































































































































































































表− 2. 遊び体験の多い植物上位 10 種の順位
表− 3. よく知っている植物 10 種の代表的な遊び
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ては自然環境に配慮した教育を心がけていることによる影
響、などが考えられる。一方、「聞いたことがある」種数は
幼稚園新任教諭では9.1種であり、短大生の10.5種、幼稚園
保護者の9.3種であり、幼稚園新任教諭の数値が最も低かっ
た。しかしながら、最も多い種数と少ない種数との差が1.4
種でしかなく、ほぼ同数とみなしてよいと思われる。これ
に対して、全く「知らない」と答えた幼稚園新任教諭は平
均22.0種であり、47種の46.8％に及び、短大生の23.6種よ
りは少ないが幼稚園保護者の19.8種よりは多かった。
　知っている植物数を種別に調べたが、調査対象者の中で
50％を越える認識度を記録したのは、15種／47種であった。
これは保育科短大生12種／47種より多く、幼稚園保護者の
18種よりも少なかった。それらの中で、ネコジャラシ（エ
ノコログサ）、クローバー（シロツメクサ）、イチョウ、ススキ、
ツバキ、オシロイバナ、タンポポ、などは特によく知られ
ていた。これらの植物は遊び体験も多く、保育現場でも頻
繁に利用されていると考えられる。一方、カモジグサ、ヤ
エムグラ、シュロなどは認識度が低いが、恐らく保育に活
用できる植物ではないかと思われる。今後、さまざまな機
会を通じてこれらの植物を認識してもらえるような工夫を
すべきであろう。アラカシ、シラカシ、マテバシイ、スダ
ジイ（シイ）などの堅果が利用できる樹木に対する認識が
低いが、実際の保育現場ではこれらが種名は認識されてい
ないが、ドングリとしていっしょくたに認識されているの
ではないかと思われる。
　今回の調査で明らかになった「知っている植物」種数が
多いか少ないか、また保育者として充分な数だといえるか、
というような点に関しては職場およびその周辺の環境との
関連性を考慮しなければならない。また、日常的にどのよ
うな植物を取り入れて保育活動を行うか、という目標によ
っても変わるであろう。むしろ求められることは、自然を
取り入れた教育に関心を持ち、子どもと自然との仲介者と
しての役割を強く認識することであろう。関心があれば、
たとえば勤務する幼稚園や保育園の周辺の植物を日頃から
観察しておく意識も生まれてくる。さらにそれらを保育に
どのように活用するか、といった方法も模索されていくに
違いない。
　前迫（2006）は、「保育士養成校において自然環境や生
物への理解をさらに深める授業が必要か」という問いに対
して80％を超える保育所がその必要性を感じており、さら
に「動植物に関する基本的知識の必要性」も30％を超えて
いる、と報告しており、その重要性は今後増加するものと
推定される。
4−2．植物遊び体験
　植物名を知っていることは保育者として重要であるが、
ただ知識が豊富なだけでは子どもたちに自然と接する教育
を推進することはできない。豊かな知識に裏打ちされつつ、
これらの植物とどのように関わることができるか、が求め
られる。その一つの方法として植物遊びが重要なのではな
いだろうか。遊びの数（植物の種数で示した）について集
計したところ、1人当たりの遊び数はわずか平均3.5種であ
り、短大生の5.3種や幼稚園保護者の7.5種に比べて少なか
った。さらに、全く記載しなかった保育者が90名近く（全
体の37.1％）に達し、短大生（10.6％）や保護者（12.1％）
よりも著しく大きな数字であった。今回の調査は、研修会
の最中に実施されたものであり、時間や疲労度の関係によ
って充分に書ききれなかった結果であるとすれば、調査方
法を工夫する必要がある。しかしながら、もしほぼ現状を
把握しているとしたら、大きな課題があるといえるだろう。
4−3．自然体験研修の必要性
　保育者を目指す短大生・幼稚園保護者に加えて、今回新
任の幼稚園教諭の植物知識や遊び体験について調査してき
た。本調査は準備や内容など充分であるとはいいがたく、
今後工夫を重ねていかなくてはならない。それらの点を考
慮したとしても、今後配慮すべき点が示されると思う。
　まず第1に、幼稚園新任教諭は植物に対する認識が低い
と思われる。したがって、就職後の研修活動が必要であろう。
幼稚園独自で行うもの、研修会などで学ぶもの、あるいは
書物やインターネットを通して得るもの、など方法はいろ
いろあるが幼稚園の教諭が植物名を知りその遊びに関心を
持つ必要があるのではないだろうか。
　第2に、保育者養成校として将来保育者となる学生にど
のような知識や技術を学ばせたらよいか、さらに養成校と
幼稚園との連携のあり方、などについても今後模索してい
かなくてはならない。
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